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平成２７年第２回幸手市議会定例会 市政に対する一般質問通告書（通告順） 

発言 

順位 

議席 

番号 
氏 名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

１ ９ 小 林 順 一 １． 市内全小中学校の普通教室へ

エアコン設置について 

 

 

２． 市民の安心安全な暮らしにつ
いて 

（１）昨年９月一般質問の答弁から進捗状況を伺う。 
 
（２）設置するにあたっての目標年度を伺う。 
 
（１）現在の各家庭・店舗への煙感知器、熱感知器の設置状況を伺う。 
 
（２）各家庭、各店舗への感震ブレーカーの設置助成を提案するが所見を

伺う。 
 

２ ４ 小河原 浩 和 １．国道４号線バイパスの三田交

差点設置要望について 

 

 

 

 

 

 

 

２．幸手市の農業振興について 

 

 

 

 

 

（１）地域の方から三田交差点の設置要望が出されていると思う。当初の

地元住民への説明会では、交差点が設置されると説明があったが、 

どんな経緯で交差点が無くなったのか伺う。 

 

（２）今後、市はどのように考えているか伺う。 

 

（３）菱沼交差点の立体交差化を含めて、どのように国に働きかけていく

のか伺う。 

 

（１）農業従事者の高齢化が進み、後継者や担い手不足が深刻な問題とな

っているが、幸手産コシヒカリのブランド化を始め、市が行っている

農業振興はどのような物があるのか伺う。 

 

 

 



－２－ 
 

 

 

 

 

  

３．幸手市の税金徴収のあり方に

ついて 

 

（２）国の補助金制度が数多くあると思うが、それらを市民にどのように

告知しているのか伺う。 

 

（３）幸手市独自の農業支援対策はあるか伺う。 

 

（１）幸手市の税金徴収は、他の市町村と比べどのようになっているか伺

う。 

 

（２）特に、滞納者に対し納税相談等の窓口業務はどのようになっている

か伺う。 

 

（３）税の公平負担の観点から、市の考え方を伺う。 

 

３ ３ 小 林 啓 子 １．セカンドブックスタート事業

  について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．記念用つき婚姻届けについて

  

 

（１）本年４月より図書館が指定管理となった。昨年９月議会においてセ

カンドブックスタートについて一般質問をした。答弁として本事業の

導入に向けて具体的な調整を図るとのことであった。その後の進捗状

況を伺う 

 

（２）幸手市における今後の導入時期とセカンドブックスタートの事業内

容を伺う。 

 

（３）昨年９月議会での一般質問において、市長よりとても良い取り組み

である。前向きに取り組んでいくとの答弁をいただいた。 

  現在の市長のお考えを伺う。 

 

（１）現在幸手市において、婚姻届時に記念になるもの等の事業を行って

いるのかを伺う。 

 



－３－ 
 

 

 

 

 

 

（２）幸手市としては、今後どのように考えているのかを伺う。 

 

（３）葛飾区では、お二人の手元に記念として残るように２枚複写となっ

ていて、２枚目をお渡ししている。幸手市としても行っては如何か伺

う。 

 

（４）「幸手」は「しあわせのて」と読む。希望するお二人には、幸手の

モニュメント前で記念撮影をするのも良いのではないか、合わせて伺

う。 

 

４ ６ 松 田 雅 代 １．幸手駅西口整備事業について

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市の教育施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）橋上駅舎及び自由通路整備事業における国庫補助の対象事業と補助

金申請の採択状況を伺う。 

 

（２）幸手駅西口土地区画整理事業における国庫補助金の採択状況を伺

う。 

 

（３）区画整理事業の第１期工事、駅前広場、仮道路の準備・進捗状況を

伺う。 

 

（１）今年度より新教育委員会制度が発足した。幸手市の教育行政におけ

る責任体制や役割はどのように明確化されたか伺う。 

 

（２）教育委員会の審議の活性化に向けた取り組みを伺う。 

 

（３）市長の学力観と幸手市の学校教育における学力向上に関する考えを

伺う。 

 

 



－４－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「幸手創生」に向けた取り組み

について  

（４）市の英語教育の取り組み強化策、目標を伺う。 

 

（５）今年度当初予算ではＩＣＴ教育関連の予算はパソコンリース代の

他、目立った費用は計上されていない。今後の整備・活用方針を伺う。 

 

（６）１８歳選挙権の実現が現実味を増している。公民教育の推進方針、

目標を伺う。 

 

（１）まちづくりにおける市の商業・農業環境の展望、創生ビジョンを市

長に伺う。 

 

（２）定住促進に向けた対策の検討状況、施策への反映状況を伺う。 

 

（３）「幸手創生」に向けたスケジュール、取り組み体制を伺う。 

 

（４）昨年９月議会一般質問で、幸手市のポテンシャルとして、栄団地を

運営するＵＲ（都市再生機構）と早期にコンタクトをとり、協議を進

めるよう提言した。その後の進捗状況を伺う。 

 

５ １０ 中 村 孝 子 １．市役所本庁舎整備事業につい

  て 

 

この事業について市長に伺う。 

 

（１）進行状況について。 

 

（２）今後の推進計画について。 

 

６ １２ 青  木   章 １．さってアフタースクール事業

について 

 

（１）さってアフタースクールの事業内容について伺う。 

 

 



－５－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．産業団地について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業実施校はどこか伺う。 

 

（３）事業時間は、どうなるのか伺う。 

 

（４）講師選定は、どのようになっているか伺う。 

 

（５）事業全体の進捗状況はどうなっているのか伺う。 

 

（６）全体の事業予算は、いくらか伺う。 

 

（７）今後の事業展開は、どうなるのか伺う。 

 

（１）区画の販売状況について伺う。 

 

（２）主な進出企業は、どのような会社があるのか伺う。 

 

（３）ニトリの物流拠点がメイン企業と聞くが事実か伺う。 

 

（４）ニトリが出店するのであれば、市長が民間の経営感覚を持って、幸

手市に店舗の出店をうながすべきと考えるが、市長に伺う。 

 

（５）産業団地全体のオープン予定はいつか伺う。 

 

（６）産業団地での新たな就労人口の予定は、どのくらいか伺う。 

 

 

 

 



－６－ 
 

３．幸手駅舎について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．公立保育所について  

（１）幸手駅建設に対するコンセプトは何か伺う。 

 

（２）駅全体の概要はどのようになるか伺う。 

 

（３）階段下の空スペースは、幸手市の出先として利用したら良いと思う

が、どうするのか伺う。 

 

（４）自由通路と駅改札だけでは、つまらない駅になると思うが、いかが

なものか伺う。 

 

（１）数字に出て来ない、かくれた待機児童がいると聞くが、事実を伺う。 

 

（２）幸手市の今後の保育所の需要予測はどうなっているのか伺う。 

 

（３）幸手第２保育所の移転計画の概要について伺う。 

 

（４）第２保育所を新築移転するのであれば、定員を増やすべきと考える

が、いかがなものか伺う。 

 

７ １ 巻 島 幸 男 １．教員の職務量削減  

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）現場では新しい仕事は増えるものの、古い仕事は無くならないとい

う傾向がある様ですが、いじめの事前防止やいじめに発展する可能性

のある生徒 児童間の不仲を早期発見するために、教員の負担を減ら

し、子どもたちひとりひとりと向き合う教員本来の職務へ専念出来る

環境整備が急務と考えます。職務量削減、本来の教務への専念につい

て伺う。 

 

 

 



－７－ 
 

２．子ども１１０番の家  

 

 

 

 

 

 

３．人口問題と少子高齢化  

 

 

 

 

 

４．通学路の安全確保 

 

 

 

 

５．幸手市を発信する際の訴求戦

  略 

（１）現在幸手市では約６００箇所ご協力を頂いている様ですが、実際プ

レートの色褪せも見うけられます。また現状のプレート自体子どもた

ちに優先的に視覚に認められ、認知されているかも疑問です。 

  視覚に入りやすい、また認知され地域防犯に繋がる、プレートの見直

しや、子どもたちにとって１１０番の家の今後のあるべき望ましい

姿についての考えを伺う。 

 

（１）少子高齢化問題を抱え、高齢者が安心して住みやすい街、子育て世

代が安心して子育て出来る街。この様に幸手市が住みたい街と選ばれ

るために、現在多くの施策がある中で、①今後特に力を注いでいく課

題 ②進行している課題があれば進捗状況 ③目標期日 ④効果予

測 を伺う。 

 

（１）車の往来が多量である通学路、また部活帰りなど人通りの少ない冬

期の暗い通学路など、通学路の安全が完全に整備されているとは言え

ない状況の中、①今後の改善予定 ②死角となる部分への防犯カメラ

などの設置検討など、今後の計画を伺う。 

 

（１）市で行われる催し物のポスターや掲示物などの告知媒体で、マスコ

ットキャラが用いられたり、一方では菜の花さくらだけだったりと、

媒体のイメージが部署毎に異なり戦略化されていない様に見受けら

れます。しかしここで発生するコストに変化はありません。同じコス

トであるならば、外部へ好印象で発信するイメージ戦略は今後必要と

思います。お考えを伺う。 

 

 

 

 



－８－ 
 
８ ７ 宮 杉 勝 男 １． デマンド交通システムと循環

バスの比較について 

 

 

 

 

２．治水対策の見直しについて  

 

 

（１）循環バスに掛かる経費は年平均でどのくらいか伺う。 

 

（２）デマンド交通システムの予想収支を伺う。 

 

（３）市で支出する額の差を伺う。 

 

（１）市内全体を対象とした治水対策の見直しを行う上での調査はどの様

に行うのかその方法について伺う。 

 

（２）前項に対しての進捗状況について伺う。 

 

９ ２ 大 山 重 隆 １．超高齢化社会への対策 

 （基本方針として）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）超高齢化社会の到来が確実なものとなっております。特に介護、医

療での幸手市の方針（基本的）を市長に伺う。 

 

（２）医療と介護（社会保障費）への市財政支出は、予算の５０％を超え

ようとしています。また、今年度の国保と介護の特別会計は１００億

円を超えています。増え続ける社会保障費への対策が急務と考えま

す。その対策を市長に伺う。 

 

（３）例えば要支援（５万円/月）が状態が悪化し、施設入所要介護Ⅲ  

（２７万円/月）になったとします。５万円/月⇒２７万円と５倍強の

負担増になってしまいます。また、自己負担も今年より１割から２割

になりつつあります。「いつまでも元気で暮らせる」が市財政、市民

の家計にとっていかに大切かわかると思います。健康寿命を延ばす

（介護予防）の重要性について市長の考えを伺う。 

 

 

 



－９－ 
 

２．平成２７年４月の介護保険大

改正に伴う幸手市の方針を伺

う。  

 

 

 

（１）２０００年（平成１２年）に導入された介護保険制度も、現在大き

なつまずきを抱えています。今回の大改正では、健康寿命を延ばす（介

護予防）に最重点が置かれております。 

ア）「医療と介護の連携」＋ イ）「地域包括ケアシステムの構築」が

指針となり、その実現が求められています。今後、幸手市の実現へ

の方針を健康福祉部長に伺う。 

 

（２）ア）「医療と介護の連携」について、現在、北葛北部医師会と県が

中心となり、幸手市・杉戸町の協力を得て「連携支援センター」の開

設をすすめております。医療と介護の連携の重要性の認識について、

今後、幸手市のかかわり方を健康福祉部長に伺う。 

 

（３）イ）「地域包括ケアシステム（医療・介護・予防・住まい・生活支

援が包括的に確保される体制）の構築」に対し、連携支援センターと

ともに地域包括支援センターが主体となっていくと考えます。現在、

３年前に民間委託した「東・西包括支援センター」が十分な役割を果

たせるとお考えですか。その考えを健康福祉部長に伺う。 

 

（４）直営（公的）基幹包括支援センターの設置も検討されますが、その

場合、現在の民間委託されている東・西包括支援センターに対する有

効な監査及び指導の方法について伺う。 

 

１０ １５ 大 平 泰 二 １．防災対策  

 

 

 

 

 

（１）倉松川極楽湯付近に設置されている遮断弁の設置者と管理者と遮断

効果の確認について伺う。 

 

（２）同上付近の遮断弁を排水ポンプ付垂直遮断ゲートの設置検討につい

て伺う。 

 



－１０－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．社会資本整備総合交付金  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）東２丁目及び緑台２丁目の高低差（レベル）のデーター作成と排水

路名の整備について伺う。 

 

（４）第一ポンプ所等の設備と仕様確認、非常時の電源確保の検討につい

て伺う。 

 

（５）天神橋付近の排水設備の設置（常設）計画について伺う。 

 

（６）中川への排水路整備と放流計画の具体化について伺う。 

 

（７）食料・飲料水の確保及び防災倉庫の設置場所について伺う。 

 

（１）市は、社会資本整備総合交付金について「社会資本整備総合交付金

につきましては、西口土地区画整理事業及び自由通路整備事業並びに

橋上駅舎整備事業を併せて国庫補助金交付申請を行うため、個別に交

付されるものではありません」また、交付金の振り分けについて「振

り分けにつきましては、国からの補助金交付決定に基づき、市におい

て個々の事業に振り分けていくことになります」と答えているがこの

ことに間違いはないか伺う。 

 

（２）社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）において駅の橋上化を

「別事業」としているが、「別事業」で間違いはないか伺う。 

 

（３）同総合整備計画の対象事業として区画整理の街路事業と、東西自由

通路整備となっている、それぞれの事業費の歳入内訳と合計額につい

て伺う。 

 

 



－１１－ 
 

 

 

 

 

 

３．東西自由通路整備事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．橋上駅舎整備事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）区画整理の街路事業費と東西自由通路整備費の重点プロジェクト資

金計画の違いについて伺う。 

 

（５）社会資本総合整備の交付率と交付決定時期について伺う。 

 

（１）当初の東西自由通路予算は７億８千万円であったが、今回の事業費

は 16 億円にもなっている。経費節減を行うべきである。また当初は

駅舎に干渉しない設計になっていた。それをあえて干渉させたのはな

ぜか伺う。 

 

（２）建設費の材料費、購入品費、工事費等の積算根拠について伺う。 

 

（３）平成４年は乗車数１０，９４６人が平成２３年７，１６４人となっ

ている。今後の経済効果と利用客数の見込みとその根拠について伺

う。 

 

（１）資材高騰時期にあえて建設する必要性について伺う。 

 

（２）駅舎建設費を殆ど幸手市が負担することを明らかにしたのは、前回

市長選挙の後か前か伺う。 

 

（３）国が査定する社会資本総合整備費には駅舎建設費が含まれているか

伺う。 

 

（４）社会資本総合整備費が計画通り得られない場合の対応について伺

う。 

 

 



－１２－ 
 

５．東西口自由通路、橋上駅舎関

連事業 

 

 

６．駅西口土地区画整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．住宅リホーム制度 

 

 

 

８．市民負担の軽減について 

  

（１）関連事業の内容について伺う。 

 

（２）事業費の中に占める社会資本総合整備費の割合について伺う。 

 

（１）事業期間を新たに５年増やしたことについて伺う。 

 

（２）平成２７年から３１年までの事業費全体を２３億８，４００万円を 

１６億９，６００万に減額していることについて伺う。 

 

（３）社会資本総合整備費の交付割合が自由通路等と違う根拠について伺

う。 

 

（４）特別会計予算書の１３、１５、２２区分の事業内容について伺う。 

 

（５）市債発行残高の推移について伺う。 

 

（１）当初予算２５０万円の引き上げについて伺う。 

 

（２）平成２１年当時の実績と経済効果について伺う。 

 

（１）国保税の引き下げについて伺う。 

 

（２）１８歳までの医療費の無料化について伺う。 

 

（３）生活困窮者へのごみ処理料の引き下げについて伺う。 

 

（４）税金の差押実態について伺う。 

 



－１３－ 
 

１１ ８ 木 村 治 夫 １．道路網の整備について 

 

 

 

 

 

２．観光の振興について  

 

 

 

 

 

３．農業基盤の整備について  

 

 

（１）市内では、朝夕交通渋滞が発生している。解消に向けての具体的方

策について伺う。 

 

（２）市民の生活道路について、歩行者や自転車利用者が安心・安全に通

行できる具体的方策を伺う。 

 

（１）幸手駅を起点として、県営権現堂公園までのルートの整備について

伺う。 

 

（２）まちなかを回遊できる観光基盤の充実が必要であると考えるが、そ

の具体的方策を伺う。 

 

（１）優良農地の保全と地域ぐるみの効率的な土地利用の推進について市

長に伺う。 

 

（２）農地中間管理事業は、地域農業を守っていく重要な事業である。市

としての取り組み、又、具体的方策について市長に伺う。 

 

１２ １４ 武 藤 壽 男 １．新教育委員会制度と総合教育

会議について 

 

 

 

 

  

（１）新教育委員会制度の内容とねらいについて伺う。 

 

（２）総合教育会議の内容について伺う。 

 

（３）市の教育の現状について伺う。 

 

（４）教育大綱の設置について主宰者である市長に伺う。 

 

（５）市の教育上の課題と方策について伺う。 

 



－１４－ 
 

（６）貧困と教育格差の現状についての見解を伺う。 

 

（７）市長の教育委員選任の基本的考え方について伺う。 

 

１３ １１ 藤  沼   貢 １．調整区域の環境整備について

 

 

 

２．環境の整備について  

 

 

 

３．仮設駅舎について  

 

（１）調整区域の道路整備状況はどうなっているのか市長に伺う。 

 

（２）おなじく水路整備状況はどうなっているのか市長に伺う。 

 

（１）ごみ処理施設の今後について市長に伺う。 

 

（２）権現堂川地域環境保全協議会との覚書について市長に伺う。 

 

（１）仮設駅舎建設に係る事業費補助について市長に伺う。 

１４ ５ 本 田 謡 子 １．幸手市廃棄物減量等推進員に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

２．元気で長生きの施策について

 

３．庁舎内の自販機について  

 

 

（１）幸手市廃棄物減量等推進員の目的と内容について伺う。 

 

（２）幸手市廃棄物減量等推進員の会議について、その有無と、内容や推

進員の意見等が出されていれば伺う。 

 

（３）市として検証しているのか、その内容と対策を伺う。 

 

（４）幸手市廃棄物減量等推進員の効果を伺う。 

 

（１）元気で長生きしていただく為に、これからの幸手市の施策を伺う。 

 

（１）現在の庁舎内の自販機の数と年間の賃借料を伺う。 

 

 



－１５－ 
 

 

 

 

 

 

４．幸手市営釣場神扇池について

 

 

 

 

 

５．渡辺市長の市政運営に対する

評価について  

（２）この規定の経緯を伺う。 

 

（３）公募制の考えはないのか伺う。 

 

（１）釣場入場者の声や意見などは、市として把握しているのか伺う。 

 

（２）釣場の路上駐車についての現状と問題点を伺う。 

 

（３）市としての対策を伺う。 

 

（１）渡辺市長のまちづくりに対する思いと重点施策、取組みについて伺

う。 

 

（２）次期市長選挙への出馬について伺う。 

 


